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多剤耐性タンパク質 1 (multidrug resistance protein 1:MDR1) および多剤耐性関連タンパク
質 1 (multidrug resistance-associated protein 1:MRP1) は ATP-binding cassette (ABC) トランス




樹状細胞  (dendritic cell: DC) は、外界の異物を取り込み分解し、出現した抗原を













cytometry: FCM) 細胞分取装置を用いて CD11c陽性MHC-ClassⅡ陽性細胞を高純度(98 %以
上) で採取した。比較対象として、気管より全肺洗浄を行い肺胞マクロファージ(alveolar 
macrophage: AM) を回収した。 
採取した AMおよび LDCから cDNAを合成し、Real-Time PCR法でマウスMDR1遺伝子
である Abcb1a遺伝子ならびに Abcb1b遺伝子、MRP1遺伝子である Abcc1遺伝子発現量を測




MDR1の排出能は、MDR1基質としての蛍光色素 Rhodamine123 (R123) とMDR1の特異
的阻害剤ベラパミルを用いて検討を行った。R123 を LDC および AM に添加し細胞に取り
込ませた後、ベラパミルを添加し、R123を排出した細胞 (Rholow細胞) の割合をベラパミル
添加の有無で比較した（ベラパミルは MDR1 の排泄能を阻害するため、Rholow細胞の割合




LDCにおける Abcb1aおよび Abcb1b遺伝子と Abcc1遺伝子の発現を、AMでの遺伝子発
現量を 1.0として相対的定量法で評価した。LDCの Abcb1a遺伝子の発現量は 3.3±0.6、Abcb1b

























本研究では、多剤耐性タンパク質 1 (MDR1) および多剤耐性関連タンパク質 1 (MRP1) は
ATP-binding cassette トランスポーターファミリーに属する膜タンパク質である。MDR1 と
MRP1は、当初腫瘍細胞で同定され、抗癌剤を排出し抗癌剤に対する耐性を引き起こすこと
が知られている。一方、肺樹状細胞 (LDC) は気道や肺胞上皮に存在し、異物を処理し T細
胞に抗原提示することで生体防御に作用するが、これらトランスポーターの発現の有無や
その機能については報告がない。そこで申請者は、LDCにMDR1やMRP1が発現し、機能
しているかどうかを検討した。10 週齢 BALB/c 雄マウスの肺から、新規の単離方法を用い
て LDCを採取した。単離方法としては、磁気細胞分離装置を使用して CD11c陽性細胞優位
の細胞集団を分離、続いてフローサイトメトリー細胞分取装置を用いて CD11c 陽性
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